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年４月に開業。脊椎や関節、外傷の一般整形外科診

療はなく、膝の 療法のみを専門としている。完全

予約制で、診療時間は火・金曜の午前９時～午後１時、

同２時～５時。

所在地：高松市花ノ宮町１―９― ロゼ花ノ宮１階

電 話：087（802）3367
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■ 高松ひざ関節症専門クリニック

槍

□
み
か
み
・
ひ
ろ
し

１
９
８
０

年
徳
島
大
医
学
部
卒
。
徳
島
大
整

形
外
科
臨
床
教
授
、
吉
野
川
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
な
ど
を
経
て
、

年
４
月
か
ら
現
職
。
日
本
整
形

外
科
認
定
医
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
学

会
専
門
医
。徳
島
県
出
身
、

歳
。

加
齢
と
共
に
膝
の
軟
骨
が
摩

耗
し
、
慢
性
的
な
痛
み
を
伴
う

「
変
形
性
膝
関
節
症
」
。
自
覚

症
状
が
あ
る
国
内
の
患
者
数
は

約
１
０
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ

る
。
最
新
の
治
療
法
と
し
て
注

目
を
集
め
る
の
が
「
Ａ
Ｐ
Ｓ
療

法
」
。
患
者
自
身
の
血
液
を
利

用
し
、
膝
の
痛
み
を
抑
え
る
再

生
療
法
の
一
つ
だ
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
療

法
を
専
門
と
し
、
４
月
に
開
院

し
た
高
松
ひ
ざ
関
節
症
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
三
上
浩
院
長
に
治

療
法
や
そ
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

尋
ね
た
。

｜
変
形
性
膝
関
節
症
と
は
。

日
常
生
活
で
立
ち
上
が
っ
た

り
、
歩
い
た
り
し
て
膝
を
使
う

こ
と
で
膝
の
軟
骨
が
摩
耗
し
、

膝
の
変
形
や
痛
み
が
出
る
よ
う

に
な
る
病
気
だ
。
進
行
度
に
応

じ
て「
初
期
」「
進
行
期
」
「
末

期
」の
３
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

初
期
は
立
ち
上
が
り
や
歩
き
始

め
な
ど
に
軽
い
違
和
感
を
覚
え

る
。
進
行
期
で
は
正
座
や
階
段

の
上
り
下
り
の
際
に
痛
み
が
出

る
。
Ｏ
脚
が
ひ
ど
く
な
り
変
形

が
目
立
つ
末
期
で
は
、
安
静
時

に
も
痛
み
が
出
る
。

｜
高
齢
に
な
る
ほ
ど
な
り
や

す
い
。

年
を
取
れ
ば
、
誰
も
が
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
高
齢
社
会
の

中
で
年
々
患
者
が
増
加
し
て
い

る
。
男
女
別
で
は
、
女
性
の
患

者
数
が
男
性
の
約
４
倍
と
な
っ

て
い
る
。

｜
Ａ
Ｐ
Ｓ
療
法
と
は
。

患
者
自
身
の
血
液
を
利
用
し

て
膝
の
痛
み
を
抑
え
る
再
生
療

法
の
一
つ
だ
。
変
形
性
膝
関
節

症
の
関
節
内
で
は
、
軟
骨
の
破

壊
成
分
を
作
り
出
す
タ
ン
パ
ク

質
の
活
動
が
活
発
で
、
こ
れ
ら

が
炎
症
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
と
は
自
己
タ
ン
パ
ク
質

溶
液
（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｏ
ｕ

ｓ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ

Ｓ
ｏ

ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
略
称
で
、

炎
症
を
抑
え
る
タ
ン
パ
ク
質
を

血
液
か
ら
高
濃
度
で
抽
出
し
た

液
体
を
指
す
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
を
関
節

に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
軟
骨

の
破
壊
を
抑
え
ら
れ
る
。

｜
従
来
の
治
療
と
の
違
い

は
。こ

れ
ま
で
は
湿
布
や
鎮
痛

剤
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
射
な
ど

の
保
存
療
法
が
メ
イ
ン
で
、
効

果
が
な
け
れ
ば
人
工
関
節
な
ど

の
手
術
で
対
応
し
て
き
た
。
Ａ

Ｐ
Ｓ
療
法
は
、
「
保
存
療
法
で

は
効
果
が
不
十
分
だ
が
、
手
術

を
受
け
る
に
は
抵
抗
が
あ
る
」

と
い
う
人
の
選
択
肢
と
し
て
注

目
さ
れ
て
お
り
、
特
に
進
行
期

か
ら
末
期
の
人
に
有
効
だ
。
自

身
の
血
液
を
使
用
す
る
た
め
、

ア
レ
ル
ギ
ー
的
な
副
反
応
も
な

く
、
安
全
性
が
高
い
の
も
特
徴

だ
。｜

具
体
的
な
治
療
法
は
。

患
者
の
血
液
を
約

㍉
㍑
採

血
。
そ
の
血
液
を
遠
心
分
離
機

に
か
け
て
Ａ
Ｐ
Ｓ
を
抽
出
し
、

患
部
に
注
射
す
る
。
治
療
は
日

帰
り
で
終
わ
る
。
原
則
と
し
て

麻
酔
も
必
要
な
い
。
施
術
後
数

日
間
、
治
療
部
位
に
腫
れ
や
痛

み
な
ど
が
出
る
こ
と
が
あ
る

が
、
入
院
も
不
要
で
、
体
に
負

担
の
少
な
い
治
療
法
だ
。

｜
治
療
に
よ
る
効
果
は
ど
の

程
度
続
く
の
か
。

注
射
を
し
て
か
ら
１
週
間
〜

１
カ
月
ほ
ど
で
効
果
が
現
れ
、

痛
み
が
軽
減
す
る
効
果
は
１
年

程
度
続
く
。
た
だ
、
軟
骨
が
再

生
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
１
回
注
射
す
れ
ば
効
果
が

永
続
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
自
由
診
療
と
な
る
た
め
、

費
用
は
１
回
約

万
円
か
か

る
。


